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令和６年１月第１回 真庭市農業委員会総会 議事録 

 

１．開催日時 令和６年１月１１日（木） 

午前１０時００分から午前１０時５５分 

２．開催場所 本庁舎 ２階 大会議室 

３．出席委員（４５人） 

会  長 １９番 矢谷光生 

  職務代理  １８番 石原誉男 

  農業委員  １番 山懸将伸   ２番 岡田耕平   ３番 妹尾宗夫   ４番 池田 実 

           ５番 太田 明     ６番 池田和道     ７番 沼本通明     ８番 樋口昌子 

               ９番 入澤靖昭  １０番 柴田博行  １１番 松本正幸   １２番 中山克己 

１３番 武村一夫   １４番 吉岡 靖   １５番 後藤 勤   １６番 福島康夫 

１７番 池本  彰   

推進委員 ２０番 平 義男  ２１番 椙原啓二  ２２番 西谷玲子  ２３番 中嶋久志 

２４番 井手宏治   ２５番 築澤安彦  ２６番 松下 功  ２７番 上田房次郎 

２８番 太安隆文   ２９番 白石壽平  ３０番 根本 章  ３１番 田中秀樹 

３２番 長尾 修   ３３番 二宗貴志  ３４番 高谷明弘  ３５番 植田浩史    

３６番 浅田光明   ３７番 戸田典宏   ３８番 各務和裕  ４０番 山中正義   

４１番 池田久美子 ４２番 二若正次   ４３番 高見寛二   ４４番 佐子ゆかり  

４５番 筒井一行   ４６番 清水 晃 

４．欠席委員（１人） 

    推進委員  ３９番 東郷朝夫 

５．議事日程 

日程第１ 議事録署名委員の指名について 

日程第２  議案第1号   農地法第３条の規定による許可申請書の審議について 

日程第３ 議案第2号   農地法第４条の規定による許可申請書の審議について 

日程第４ 議案第3号    農地法第５条の規定による許可申請書の審議について 

日程第５ 議案第4号   農地法第５条の規定による許可に係る農地転用事業計画変更の 

            審議について 

日程第６ 議案第5号    基盤強化法第１９条の規定による農用地利用集積計画の決定 

  について 

日程第７ 報告第1号   農地法第１８条第６項の規定による農地の貸借の合意解約に 

ついて 

  その他 

６．農業委員会事務局職員 

  事務局長 芦川 徹 事務局次長 渡辺義和 主幹 柴田正人 主事 大塚哲史 
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福田有子 

７．会議の概要 

（午前１０時００分 開会） 

事務局長  それでは、皆さんおはようございます。本年もどうぞよろしくお願いい

たします。 

それでは、ただいまから令和６年１月総会を開催いたします。 

それでは、会長ご挨拶よろしくお願いいたします。 

会 長   皆さん、改めまして明けましておめでとうございます。 

令和６年が始まりました。皆さんご家庭で新年を迎えられたというふう

に思います。しかしながら、１日夕方には大きな地震が能登のほうであ

りました。また、それに関連する事故、２日にありましたけど、非常に

日本列島に激震が走ったわけでございます。まだ地震のほうは捜査、ま

たいろんな現場にも行きにくいということで非常に混乱しているという

ことでございまして、早期対応が難しいというふうに思います。自然災

害がどこで起きるか分かりませんけど、改めて我々もしっかりと気をつ

けていかなければならないというふうに思います。早い復旧のほうを祈

念するばかりでございます。 

新しい年は迎えましたけど、農業行政は非常に厳しい現状が続いており

ます。本国会が１月２６日に開催されるということですけど、そこでは

食料・農業・農村基本法の改正が審議されるだろうというふうに思いま

す。こういう現状の中で我々がどのような事ができるかでございますけ

ど、何とか今の現状を打破するような、持続可能な農村、農業であって

ほしいというふうに思いますので、しっかりとがんばっていきたいとい

うふうに思います。 

我々も本年度、それから農地政策と２年で国のほうから地域計画という

ことでいろいろと動いているところでございます。真庭市のほうでも中

山間の組織に呼びかけて今進めているところでございます。なかなか厳

しいというふうに思います。皆さんの賛同をいただけることがなかなか

難しいところがございます。しかしながら、これは進めていかなけれ

ば、この地域が成り立っていかないということでございます。できるだ

け地域の声を皆さんとともに話し合って出していくということが非常に

大切だろうというふうに思いますので、皆さんの役割は非常に大きいと

いうふうに思いますけど、今年一年間またよろしくお願いしたいという

ふうに思います。皆さんの１年間、元気で健康でとにかく過ごせること

が一番でございますので、体に気をつけながら地域活動をお互いやって

いきたいというふうに思いますので、どうかよろしくお願いいたしま

す。 
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それでは、１月総会を開催したいというふうに思います。 

事務局長  ありがとうございました。 

それでは、総会のほうに入らせていただきます。 

本日、欠席、遅参の方は誰もいらっしゃいません。よって、ただいま

の出席委員の方は１９名中１９名で定足数に達しておりますので、１

月総会が成立しておりますことをご報告いたします。 

それでは、真庭市農業委員会会議規則第５条により、議長は会長が務

めることとなっていますので、以降の議事の進行は会長よろしくお願

いいたします。 

議 長   それでは、これより議事に入ります。 

本日の議事日程は、お手元に配付しているとおりでございます。 

日程１、議事録署名委員の指名を行います。 

本総会の議事録署名委員は、会議規則第３５条の規定により、議長に

おいて指名させていただくことにご異議ございませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   それでは、議事録署名委員は、１３番、    委員、１４番    

委員を指名いたします。 

日程２、議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請書の審議に

ついてを議題といたします。 

番号１について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局主幹 失礼いたします。議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請書の

審議について。 

１ページをお開きください。 

本日審議していただく案件は９件でございます。農地法第３条第２項の

各号におきまして、申請書によって審議いたしました結果、全件とも該

当しないため、許可の要件を満たしていると考えます。 

それでは、番号１でございますが、北房の譲渡人が、相手方の要望によ

り、同じく北房の譲受人に、申請農地、畑１筆３２８㎡を、売買により

ます所有権移転の申請でございます。ご審議方よろしくお願いいたしま

す。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、２２番推進委員さんから説

明をお願いします。 

２２番推進委員 議長。 

議 長   はい、２２番推進委員。 

２２番推進委員 ２２番推進委員でございます。 

去る１月６日、７番委員に同行していただきまして譲渡人との現地調
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査を行いました。譲渡人でありますが、  の茶畑の後継者もいない

し、自分も年齢が高くなり、どうしても管理ができなくなると不安に

なっており、近所で友人である同じく譲受人にお話を持っていかれま

した。譲受人は昨年末で会社を退職し、農業、そして地域に一生懸命

貢献するということで快く売買を受けられました。譲受人は以前農業

もされておりましたが、農業機械もたくさん取りそろえて、今後この

農業に従事されると思います。また、次の不耕作目的の取得ではない

かということですが、当てはまる項目はありません。 

以上のとおり耕作状況及び従事日数等に問題ないと思われますので、

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号２について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹 番号２でございます。 

市外の譲渡人が、市内の譲受人に、申請農地、田１筆５８３㎡を、売

買によります所有権移転の申請でございます。ご審議方よろしくお願

いいたします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、同じく２２番推進委員さん

から説明をお願いいたします。 

２２番推進委員 議長。 

議 長   はい、２２番推進委員。 

２２番推進委員 去る１月６日に、これも７番委員に同席していただき、譲受人と面会い

たしました。１２月２３日に、譲受人の両親から土地の確認をいたしま

した。農地は譲渡人の妹さんが管理されておりましたが、この妹さんが

近年亡くなられてからは譲受人が管理されていたということです。この

たび譲渡人と売買の話がまとまり、譲受人が取得することにいたしまし

た。現在譲受人は勤務されておられますが、購入した土地は果樹園にし

たいとの思いで必要な機械も購入され、また両親が主に農業をされてお

りますので休日は自らも農業をされております。不耕作目的の取得では

ありません。また、耕作状況及び従事日数については、問題ないと思わ

れますのでご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号３について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹 番号３でございますが、市外の譲渡人が、市内の譲受人に、申請農地、

田４筆２，８７１㎡を、贈与によります所有権移転の申請でございま

す。ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、２７番推進委員さんから説

明をお願いいたします。 

２７番推進委員 議長。 
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議 長   はい、２７番推進委員。 

２７番推進委員 譲渡人は遠方に住んでいるもので電話で確認いたしました。それにより

ますと、もうこちらに帰ってくる予定はなくて、関係性は譲渡人が分家

のほうで、譲受人が本家に当たりまして、本家のほうに譲り渡すという

ことで。譲受人の家に行って聞き取りをしたんですけど、本人は会社員

で隣にお母さんが住んでいまして、そちらのほうで聞き取りをいたしま

した。譲受人は妻と２人ですが、親が隣に居住しておりまして農作業を

以前より手伝っています。今後もそのようにするとのことです。農機具

などは今までも自分のところでやっておりますので、それで間に合うと

いうことです。地元でやるので、今後の農作業に支障がないと思われま

す。 

以上です。審議のほどよろしくお願いします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号４につきましては１３番委員が譲受人となっている

議案ですので、農業委員会法第３１条の規定に基づく議事参与の制限

によって、当議案の審議開始から終了まで退席となります。関係議案

終了後に入室を許可いたしますので、退席のほうをお願いいたします。  

それでは、番号４について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹 番号４でございます。 

市外の譲渡人が、市内の譲受人に、申請農地、田３筆９８４㎡を、贈

与によります所有権移転の申請でございます。ご審議方よろしくお願

いいたします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、２８番推進委員さんから説

明をお願いします。 

２８番推進委員 議長。 

議 長   はい、２８番推進委員。 

２８番推進委員 ２８番です。 

番号４について報告いたします。 

昨年１２月３０日に現地にて譲受人と確認を行いました。権利移転す

る事由の詳細ですが、譲渡人は県外に住んでおり、長年譲受人に耕作

を依頼しておりました。今回、譲渡人の実家の売買ができました。農

地は、今まで耕作していた譲受人に贈与する話が今回まとまったもの

です。譲受人の耕作状況ですが、譲受人は認定農業者、農業委員であ

り、多くの農地の耕作を行い、農機具など十分であり、また作業も家

族で行っており何ら問題はありません。ご審議方よろしくお願いいた

します。 

議 長   ありがとうございました。 

それでは、ここで番号４の質疑に入ります。 
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質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第１号、番号４を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ござい

ませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   異議なしと認めます。 

よって、議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請書の審議に

ついて、番号４は、原案のとおり可決されました。 

ここで議事参与の制限により退席しておられました１３番委員の入室

を許可いたします。 

それでは、番号５について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹 番号５でございますが、落合の譲渡人が、同じく落合の譲受人に、申請

農地、田１筆２８㎡を、贈与によります所有権移転の申請でございま

す。ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、１３番委員さんから説明を

お願いいたします。 

１３番委員 議長。 

議 長   はい、１３番委員。 

１３番委員 １３番です。 

番号５につきまして、去る令和５年１２月３０日に現地確認を行いま

した。譲受人、譲渡人立会いの下、行いました。権利移転する事由の

詳細ですけども、申請地は譲受人の父親が営んでいる       

の国道を挟んで南側にある土地で、以前より譲受人が譲渡人より借り

て耕作を行っている土地です。譲渡人は今後も耕作する意思もなく、

また自宅から離れていることもあり、以前より譲受人に権利移転の話

をしていたところ、このたび話がまとまり、申請を行うものです。譲

受人の耕作状況ですけども、譲受人は父が所有する農地を両親と農作

業を行っており、機械もトラクター、管理機、草刈り機等一式所有し

ております。申請地取得後は、主に譲受人と妻とで申請地の耕作を行

っていくということです。その他指摘事項はございません。審議方よ

ろしくお願いいたします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号６について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹 ２ページをお開きください。 



- 7 - 

番号６でございます。 

市外の譲渡人が、市外の譲受人に、申請農地、田２筆１，１５１㎡、

畑２筆６１８㎡を、売買によります所有権移転の申請でございます。

なお、譲受人は外国籍でありますが、配偶者は日本人であり、農地を

取得する権利を有しております。また、通作距離につきましては、譲

受人が取得予定の住宅からの距離を記載しておりますので申し添えま

す。ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、３番委員さんから説明をお

願いします。 

３番委員  議長。 

議 長   はい、３番委員。 

３番委員  ３番です。 

６番について説明いたします。 

事務局の説明のとおり、本人は     ですが、奥さんが  出身

でございます。このたびこの農地を購入するには、すぐ隣接した古民

家がありまして、そこと一緒に購入するものです。業者を通じての購

入でございます。家族がおりまして、お子さんが今   幼稚園に通

っておりますが、新年度は近くの  小学校１年生となり、そちらへ

通われるということです。農地のほうは既に近隣の農家の方が耕作し

たり、栽培指導などを今からしております。  小学校へは道なりで

１キロ弱なので、小学校へ通うのも便利がいいということで、ここを

求められました。 

以上、何ら問題はございませんので審議方よろしくお願いいたしま

す。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号７について事務局の説明をお願いいたします。 

事務局主幹 番号７でございます。 

久世の譲渡人が、同じく久世の譲受人に、申請農地、畑１筆１６５㎡

を、贈与によります所有権移転の申請でございます。ご審議方よろし

くお願いいたします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、１２番委員さんから説明を

お願いします。 

１２番委員 議長。 

議 長   はい、１２番委員。 

１２番委員 １２番です。 

１２月２９日に譲渡人と現地を確認し、詳細についての話を聞きまし

た。譲受人については、電話で話を聞きました。譲受人と譲渡人は義

理の姉妹という関係です。譲渡人は夫が亡くなってから耕作管理を行



- 8 - 

ってきましたが、今後後継者もいないことから農地の管理ができない

となり、譲渡人と贈与による話がまとまり権利移転を行うものでござ

います。譲受人は現在家庭菜園等を行っており、管理機等農業関係の

機械は持っておりますが、まだないものについては譲渡人の農機具を

借りることになっておりますので、今後十分耕作していくものと思わ

れます。今回の権利移転については問題ないと思われますので、ご審

議方よろしくお願いいたします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号８について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹 番号８でございますが、市外の譲渡人が、市外の譲受人に、申請農地、

田１筆１，３３５㎡を、贈与によります所有権移転の申請でございま

す。なお、通作距離につきましては、譲受人の耕作拠点、譲受人のご実

家のほうからの距離を記載しておりますので申し添えます。ご審議方よ

ろしくお願いいたします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、４０番推進委員さんから説

明をお願いいたします。 

４０番推進委員 議長。 

議 長   はい、４０番推進委員。 

４０番推進委員 ４０番推進委員です。 

番号８につきましてご報告いたします。 

令和６年１月５日に譲受人、農業委員、推進委員で現地確認をいたし

ました。譲渡人は県外在住のため、電話にて内容を確認いたしまし

た。譲受人と譲渡人は義兄弟で、以前より譲受人が土地の管理をして

いたため、譲受人の兄の死亡後、権利を移転することとなりました。

譲受人の耕作状況ですが、譲受人は息子と一緒に耕作面積８．５アー

ルの水稲とハウス５棟で   栽培に従事しています。必要な農機具

は一通り保有しているので、譲り受けるのに支障はないと思います。

よろしくご審議のほどお願いいたします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号９について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹 番号９でございます。 

市外の譲渡人が、八束の譲受人に、申請農地、田１筆１，０９９㎡

を、売買によります所有権移転の申請でございます。ご審議方よろし

くお願いいたします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、４２番推進委員さんから説

明をお願いいたします。 

４２番推進委員 議長。 

議 長   はい、４２番推進委員。 
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４２番推進委員 ４２番です。 

譲渡人と１月２日に現地調査を行いました。譲渡人は昨年まで田んぼ

を作ってたんですけど、今年から作らないということでこの話がまと

まったそうです。前々から土地を売るようなことがあったら、１個の

田んぼを割ってある田んぼなんです。そこをほかの人が買うようだっ

たら僕に譲ってくださいとお願いしとったらしいです。近所なんで、

去年秋、来年やめるから、もし要るようなら売りますということでこ

の話がまとまったそうです。譲渡人はお父さんが農作業をされとっ

て、高齢のため、もう来年からやめるということで、若い人はよそに

出て、家もそちらにあるみたいなんですけど、この土地を持っている

人の息子さんでもう出とられるらしいです。譲受人はハウス３棟と田

んぼ、畑と農作業をされておりまして、夫婦で十分農機具を、トラク

ターも所有しておりますので、取得後も農作業に従事することができ

ると思います。そういうことですので、ご審議方よろしくお願いいた

します。 

議 長   分かりました。ありがとうございました。 

以上をもちまして事務局及び地元委員さんからの説明を終わらせてい

ただきます。 

これより番号１から番号３、番号５から番号９の質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

８番委員  すみません。 

議 長   はい、どうぞ。 

８番委員  質問というのではないんですけど、市外とか市内とかっていう表現と落

合とか、蒜山とか、中和とかという表現と両方あるので、できましたら

地域名は分かるほうがありがたいなというふうに思いまして手を挙げさ

せていただきました。 

議 長   事務局、何かありますか、今の件に。 

事務局主幹 次回からそのようにさせていただきます。 

議 長   そのようにするということであります。 

ほかにはございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第１号、番号１から番号３、番号５から番号９の採決をいたします。  

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。  

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   異議なしと認めます。 
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よって、議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請書の審議に

ついては、番号１から番号３、番号５から番号９は、原案のとおり可

決されました。 

続きまして、日程３、議案第２号、農地法第４条の規定による許可申

請書の審議についてを議題といたします。 

番号１について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局主事 議案第２号、農地法第４条の規定による許可申請書の審議について、本

日審議していただく案件は３件でございます。 

３ページをご覧ください。 

番号１でございます。 

申請人（市外）は、申請地周辺で事業を営んでおり、資材置場が必要

となったため、田３筆２，１０９㎡を、資材倉庫及び進入路にするた

め、転用申請するものです。申請地の農地区分は、２種農地と判断さ

れます。転用に伴う費用は、土地造成    円、建物施設    

円。費用の内訳として、自己資金    円。申請地周辺に影響を受

ける農地はございません。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、２３番推進委員さんから説

明をお願いします。 

２３番推進委員 議長。 

議 長   はい、２３番推進委員。 

２３番推進委員 ２３番です。 

現地確認日、令和５年１２月３０日に申請人立会いの下、現地確認を

行いました。転用しようとする事由の詳細についてですが、申請人は

長年この地区において会社経営及び稲作を行ってこられました。会

社、      業、このたび事業拡張のため、申請地を工業用地、

資材倉庫、鋼材置場として活用したいと申出がありました。申請地の

位置ですが、会社の敷地から２００ｍほど東に離れた場所になりま

す。田んぼは３枚続きの２，１０９㎡になります。周囲の状況です

が、北が中国自動車道斜面農道、西は水路を挟み申請人の農地、南は

市道、東はほかの方の農地になります。この農地の方には、当該農地

変更への承諾を得ているとのことでございます。周辺農地への影響で

すが、資材倉庫、高さ約６ｍが建設されても日当たり、通風など営農

条件に支障を来すことはないと思われます。また、鋼材です。田ん

ぼ、水路への水質汚染の心配もなく、西側は申請人の農地、東側の農

地の方にも承諾を得ているとのこと。ご審議をよろしくお願いいたし

ます。 
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議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号２について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事 番号２でございます。 

申請人（落合）は、申請農地に隣接している自宅の一部建て増しを計

画しており、現在の建物の一部を解体するために資材置場及び車両進

入路が必要なことから、畑１筆３１０㎡を、資材置場及び車両進入路

にするため、一時転用申請するものです。申請地の農地区分は、２種

農地と判断されます。転用に伴う費用は、土地造成等が不要のため 

円となっております。申請地周辺に影響を受ける農地はございませ

ん。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、２８番推進委員さんから説

明をお願いいたします。 

２８番推進委員 ２８番です。 

議 長   はい、２８番推進委員。 

２８番推進委員 番号２について報告いたします。 

昨年１２月３０日に申請人と現地にて確認を行いました。転用しよう

とする事由の詳細ですが、今回自宅敷地内にある離れと蔵を取り壊

し、将来新しい家を造る予定のために離れと蔵を取り壊す重機を設置

するため、今回農地を一時転用するものです。転用をして、後は住宅

を新築するための地目変更などを将来行うということでありました。

申請地の位置ですが、地方道    線、         より北

方向、   に向けて約５００ｍのところにあります。周囲の状況で

すが、東は道路、西は自宅、南は道路、北は隣の住宅ということで、

周辺農地への影響ですが、周辺は道路、住宅のため、影響はないと思

われます。ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号３について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事 番号３でございます。 

本案件は、５条申請、議案第３号、番号２の関連土地となっております。 

申請人（勝山）は、現在の墓地が山間部の傾斜地にあり、維持管理が大

変であることや、墓地へ進入する際に他人の土地を通らなければならな

いなど不便であることから、畑１筆２０㎡を、墓地用地にするため、転

用申請するものです。申請地の農地区分は、２種農地と判断されます。

転用に伴う費用は、土地造成   円、墓地費用    円。費用の内

訳として、自己資金    円。申請地周辺に影響を受ける農地はござ

いません。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、３５番推進委員さんから説

明をお願いいたします。 
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３５番推進委員 議長。 

議 長   はい、３５番推進委員。 

３５番推進委員 ３５番推進委員です。 

番号３につきまして、昨年１２月２９日に現地確認及び調査を行いま

した。転用しようとする事由の詳細ですが、事務局から説明があった

とおりでございます。申請地の近隣住民への承諾は、既に出ていると

いうことでありました。申請地の位置ですが、東が田、西が畑、南が

自宅、北が田というところでございます。周辺農地への影響ですが、

申請地は申請人の田畑及び近隣住民所有の畑であり、近隣住民の承諾

を得ているため、特に影響はないものと思われます。その他指摘事項

はありません。ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長   ありがとうございました。 

以上をもちまして事務局及び地元委員さんからの説明を終わらせてい

ただきます。 

これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

５番委員  はい。 

議 長   はい、どうぞ５番委員。 

５番委員  ３番の議案の墓地については隣地に一々承諾書を取るということがなさ

れておるのでよく分かるんですが、１番、２番なんかの例について周辺

の農地への影響はないという、この判断はどのようなかたちでなされて

おるんですか。事務局へ申請があるときに、これは申請者が言う、ある

いは現地を確認されたときに影響がないことを確認する、あるいは個々

にある程度の問い合わせ、どんなふうな形で影響がないということでし

ょうか。 

以上です。 

議 長   これに関して事務局分かりますか。 

事務局主事 ３番の墓地については、環境課のほうで墓地についての承諾を取ってお

りますので、墓地についてはそういう承諾が必要になっています。 

その他、１番、２番についてなんですが、転用目的と農地の状況を総

合的に鑑みて周辺農地に影響がないという判断をしておりまして個別

の判断となっております。現地確認も行っておりますので、その上で

本案件については周辺農地に影響がないという判断を行っておりま

す。 

以上です。 

議 長   はい。 

５番委員  事務局が現地で見ての確認。 
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事務局主事 事務局も行きます。 

５番委員  分かりました。ありがとうございました。 

議 長   ほかにはございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

以上をもちまして地元委員さんからの説明を終わらせていただきまし

て、質問のほうもこれで質疑を打ち切りたいというふうに思います。 

これより議案第２号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ござい

ませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   異議なしと認めます。 

よって、議案第２号、農地法第４条の規定による許可申請書の審議に

ついては、原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程４、議案第３号、農地法第５条の規定による許可申

請書の審議についてを議題といたします。 

番号１について事務局の説明をお願いいたします。 

事務局次長 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局次長 議案第３号、農地法第５条の規定による許可申請書の審議について、本

日ご審議いただく案件は２件でございます。 

５ページをご覧ください。 

番号１でございます。 

申請人、賃借人（市内法人）は、  製造業を営んでおり、申請地に

隣接する土地に原料を保管する倉庫を所有しております。大型トラッ

クで当該倉庫へ原料を搬入するための進入路が狭く大変苦慮している

ため、このたび申請地、田３筆、合計１，００５㎡を、賃貸人（落

合）から借り受け、進入路を拡幅するため、転用申請するものです。

農地区分は、２種農地と判断されます。転用に伴う費用は、土地造成

      円。資金の内訳として、自己資金      円。申請

地周辺に影響を受ける農地はございません。ご審議方よろしくお願い

します。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、１３番委員さんから説明を

お願いいたします。 

１３番委員 議長。 

議 長   はい、１３番委員。 

１３番委員 １３番です。 

番号１につきまして、去る令和５年１２月３０日に賃貸人立会いの
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下、現地確認を行いました。転用しようとする事由の詳細ですけど

も、賃貸人は     を営んでおり、現在使用している倉庫への西

側、北房方面からの進入が鋭角で、特に大型車の進入が危険なことか

ら、現在の進入路の並びにある農地を新たな進入路にするために申請

を行うものです。申請地の位置ですけども、         より

東に２００ｍほどの国道３１３号線に面したところです。周囲の状況

ですけども、東が農道、西が現在の進入路、南が国道、北が倉庫とな

っております。周辺農地への影響ですけども、東側に農道を挟んで農

地がありますけれども、進入路のため問題ないと思われます。また、

関係する水利組合の同意も得ておるということでございます。 

以上、その他指摘事項はございません。審議方よろしくお願いいたし

ます。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号２について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局次長 番号２でございます。 

本案件は、４条申請、議案第２号、番号３の関連土地となっておりま

す。 

申請人、譲受人（勝山）は、現在の墓地が山間部の傾斜地にあり、維

持管理が大変であることや、墓地へ進入する際に他人の土地を通らな

ければならないなど不便であることから、申請地、畑１筆１０㎡を、

父親である譲渡人（勝山）から譲り受け、墓地用地にするため、転用

申請するものです。なお、今回の墓地移転を機にご自身と両親の土地

を分ける計画となっています。申請地の農地区分は、２種農地と判断

されます。転用に伴う費用は、土地造成   円、墓地費用   

円。費用の内訳として、自己資金   円。申請地周辺に影響を受け

る農地はございません。ご審議方お願いします。 

議 長   ありがとうございました。 

それでは、現地調査を行った結果について、３５番推進委員さんから

説明をお願いします。 

３５番推進委員 議長。 

議 長   はい、３５番推進委員。 

３５番推進委員 ３５番推進委員です。 

本件につきましては、先ほども説明がありましたとおり、議案第２号

の番号３と関連があるものでございます。譲渡人と譲受人は親子関係

にあります。転用しようとする事由ですが、これは譲渡人が墓地を建

設するのに伴って、その隣接地を贈与により取得して譲受人の墓地も

併設するというものであります。申請地の位置、周囲の状況ですが、

これは先ほど説明しましたとおりで、特に問題はございません。その
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他指摘事項もありませんので、ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長   ありがとうございました。 

以上をもちまして事務局及び地元委員さんからの説明を終わらせてい

ただきます。 

これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第３号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ござい

ませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   異議なしと認めます。 

よって、議案第３号、農地法第５条の規定による許可申請書の審議に

ついては、原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程５、議案第４号、農地法第５条の規定による許可に

係る農地転用事業計画変更の審議についてを議題といたします。 

事務局より説明をお願いいたします。 

事務局次長 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局次長 議案第４号、農地法第５条の規定による許可に係る農地転用事業計画変

更の審議について、本日ご審議いただく案件は１件でございます。 

７ページをご覧ください。 

番号１でございます。 

本案件は、申請人が令和５年７月１０日付、真農委指令第５０７号で

農地法第５条第１項の規定による転用許可を受けた案件でございま

す。変更の理由ですけれども、転用許可を受けた直後、資材や人件費

等の大幅な上昇により当初計画していた建築資金計画を見直さざるを

得なくなりました。居宅やカーポートなど建築計画の見直しをされた

のですが、計画資金では建築することができなくなったため、やむを

得ず他のハウスメーカーに変更し、居宅の形状等を変更せざるを得な

くなったことにより変更するものです。主な変更点ですが、居宅、当

初２階建てだったんですけども今回の計画で１階建てとなり建築面積

が狭くなっています。また、それに伴い自己資金が当初    円だ

ったんですけど    円、それから借入金が当初      円だ

ったものが      円に変更となっています。本案件は、農地法
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関係事務処理要領に定められた事業計画の変更に関する承認条件を満

たしております。変更はやむを得ないものと判断します。 

以上、ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、５番委員さんから説明をお

願いいたします。 

５番委員  議長。 

議 長   はい、５番委員。 

５番委員  ５番です。 

番号１につきまして、去る１月７日に現地のほうで確認をさせていた

だきました。事業計画の変更でございますが、今事務局が申しました

とおりでございまして、そこに提示しているとおりでございます。ほ

かに変更は特にございません。譲渡人との関係も親子でございますの

で、特に問題はないと思います。 

以上のとおり変更案件につきましては周辺農地への影響も何ら関係が

ないようでございます。ということで、よろしくお願いいたします。

その他、全体でも指摘事項等は特にございませんのでご審議方よろし

くお願いいたします。 

以上です。 

議 長   ありがとうございました。 

以上をもちまして事務局及び地元委員さんからの説明を終わらせてい

ただきます。 

これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第４号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ござい

ませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   異議なしと認めます。 

よって、議案第４号、農地法第５条の規定による許可に係る農地転用

事業計画変更の審議については、原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程６、議案第５号、基盤強化法第１９条の規定による

農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。 

事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹 議長。 
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議 長   はい、事務局。 

事務局主幹 議案第５号について、９ページをお開きください。 

議案第５号、農用地利用集積計画の決定について。 

このことにつきまして、別紙のとおり農用地利用集積計画を定めるた

め、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、その決

定について審議に付します。案といたしまして、令和６年１月１１日

付で公告の予定でございます。本日上程されました農用地利用集積計

画のうち、利用権設定につきましては全４９筆でございます。また、

１４ページ下段に記載の所有権移転につきましては、田８筆９，０４

５㎡が譲渡人から農地中間管理機構であります岡山県農林漁業担い手

育成財団へ移転するものでございます。 

以上、全件とも農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満

たしていると考えます。お目通しの上、ご審議方よろしくお願いいた

します。 

以上でございます。 

議 長   それでは、お目通しをお願いします。 

それでは、これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第５号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ござい

ませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   異議なしと認めます。 

よって、議案第５号、基盤強化法第１９条の規定による農用地利用集

積計画の決定については、原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程７、報告第１号、農地法第１８条第６項の規定によ

る農地の貸借の合意解約についてを議題といたします。 

事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局主事 １５ページをお開きください。 

報告第１号、農地法第１８条第６項の規定による農地の貸借の合意解

約については、次の６件がございました。添付書類もそろっておりま

すので受理いたしました。 
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以上で報告案件の説明を終了いたします。よろしくお願いします。 

議 長   報告第１号について、質問、意見等がありましたらお願いします。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   質問、意見等がないようですので、これらの案件は報告案件でございま

すのでご了解いただきたいというふうに思います。 

以上をもちまして本総会に付議された案件は全て終了いたしました。 

皆様方のほうから何かございませんか。 

よろしいですか。 

＜「なし」の声＞ 

議 長   事務局もよろしいですか。 

＜「なし」の声＞ 

議 長   それでは、以上で１月総会を閉会したいというふうに思いますけど、次

回２月総会は２月９日金曜日の午前１０時からですのでよろしくお願い

いたします。 

（午前１０時５５分 閉会） 
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